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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ド

ル、対円で下落しました。またトルコの2年国債金利は

上昇しました。

1月の貿易収支についてはほぼ市場予想通りの赤

字額となり市場への影響は限定的となりました。

トルコ軍はクルド人勢力掃討のための越境作戦を継

続しています。国境付近にはシリアのアサド政権派民

兵組織が援軍として展開していることから衝突への懸

念が高まりやすい状況が続きました。

トルコ金融市場では、地政学リスクの高まりが懸念材

料となり、トルコ・リラは対米ドル、対円で下落しました。

一方、トルコの2年国債については、小幅な金利上昇

となりました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は2月の消費者物価指数の発表が予定されて

いるほか、金融政策委員会の開催が予定されていま

す。前年同月比で見た消費者物価指数の伸び率は1

月から鈍化することが見込まれています。また金融政

策委員会では、後期流動性貸出金利を含めた主要政

策金利はすべて据え置かれる見込みとなっています。

引き続き、トルコとシリアの関係が相場の材料になり

やすいと想定します。仮にアサド政権派民兵組織より

も強力な戦力を保有するシリア正規軍が国境付近に

派遣され、トルコ軍と衝突が懸念される状況となれば、

地政学リスクの高まりが相場の重しとなると考えます。

一方で、アサド政権はロシアの意向にも配慮する必

要があるなど正規軍の派遣は容易ではないと考えら

れています。本格的な衝突状態にならなければ、トル

コ経済への影響は限定的となると考えられます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2018年2月24日～2018年3月2日までの推移】

（2018年2月2日～2018年3月2日）

【トルコ 金利推移】
（2018年2月2日～2018年3月2日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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